
NGO マグロフォーラム 

漁業監視システム完全配置に関するキャンペーン 

  

支持声明 

モニタリングされていないマグロ漁業は容認できません。 

 

世界のマグロ漁業の多くは、独立したモニタリングシステムをまだ導入していません。

そのため違法操業、漁獲量の不正確な報告や無報告、絶滅危惧種や保護対象種の

混獲など、現場で起きている違反行為と種の保全問題が見過ごされています。私たち

に見えないところで起こっていることは、魚類資源、漁業、そしてマグロ買い付け企業

へのリスクを生み出しています。 

 

国際的地域漁業管理機関が商業マグロ漁業に監視システムの完全配置を義務化す

ることにより、上記のような問題を削減することができます。監視員（科学オブザーバ

ー）、および、または監視カメラを完全配置することが、マグロ資源、海洋環境、マグロ

サプライチェーンへの悪影響を軽減することに繋がります。 

 

監視システムの完全配置はすぐにでも可能で、行われるべきです。完全配置の導入を

これ以上遅らせる正当な理由はもうありません。 

 

世界中の地域漁業管理機関が監視システム完全配置を義務化するよう、私たちは全

力で働きかけています。是非ご支持をお願いします。 
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